
● 連続調光を利用する場合、指定の制御装置と組み合わせてください。（過熱して火災のおそれ）
● 安全に明るさを維持させてご利用いただくため、1年に1回の保守・点検を行ってください。
● 点検・保守の際、必ず電源を切り、器具が冷えてから行ってください。（感電ややけどのおそれ）
● 耐塩害仕様で設計しておりますが、塩害地域内でも条件によっては高濃度の塩分付着があったり、付着した
　 塩分が蓄積し、腐食を促進させる場合があります。雨水を受けない場所での設置は安全にご使用いただくため
   散水による定期的な洗浄及び点検が出来る場所への設置をお願いします。（腐食による器具落下防止のため）

● お客様自身で工事をなさらないでください。工事には電機工事士の資格が必要です。（火災・感電のおそれ）
● 加熱源となるような設備の上には設置しないでください。（加熱して火災のおそれ）
● 器具の発光部を直視しないでください。（目を痛めるおそれ）

重塩害地域

右記
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◇電源、および調光線の口出し線接続方法（例）
①．スリーブ等を使用し、結線後の接続部は自己融着テープを巻いてください。
　（スリーブ、自己融着テープは別途）

②．ケーブルのシース（外被）隙間からケーブル内部に水が浸入しないよう、接続部と
　ケーブルを確実に自己融着テープを巻いてください。
　その上から、絶縁テープを巻きつけ、水が結線部に浸入しないように注意してください。
　（絶縁テープは別途）

自己融着テープ

絶縁テープ

２

壁面に取付時は、アームの両端の２箇所の穴と、その他１箇所以上の
穴を必ず使って確実に固定してください。
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